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鯛 媒

鯛媒談話曾記事

資"23 I叫繍媒談話脅 昭和 23年3月 2-t日 午前 9.00

1.吸牧塔の瑚論 (20分)

2. エチレンと遁駿fヒ窒素の反謄(15分)

3. 粉末ユッケノLに到する水素の吸殻熱 (15分)

4.金局制球に封する叙控吸清綜報 (60分〉

5.電子剣折による慣媒構法の併究 (20分〉

(剣一燐西空間E合情媒，銭繍媒〉

於縄u;例;究所事韓首ま空貨

鮪熊郁究所矢野武夫

向 上竹内豊三郎

同 J: 慶伊 iZf 長

岡 上空警 孝:!1J
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上6. 智子剣折に主る杭慌構池山併ヲ'l(20分) I司

修 24I日j 偶然談話令 B({相I23年 5月8日 午後1.00

1.国肢の狩般常設に就で

2.金腐の内部座事務?

3. ;Jló卒I~j系の統計力事fこ獄て(紹介)

於純然納:究所雑誌実

側首症例究所 }守 谷 E智之

向上

Kirk甲.ood(1946)， Boru， Gl'I'ClI (l!はりの論文を中心と Lc 

権月j官会4研究所大野広場 ai(

第 25lliJ 鱗媒談話令 E行fll23 51' 6月初日 午後1.00

主主峰酸化還元に就 C

於餓旅倒究所事監誌決

北大正明感郊 柄物主主剤撃'設当者 宇佐美 I区一郎

鋭部 i己!鱗娘談話f'[ 11M ffl 23年 7月 24日 午後l.00

金庫略表前磨按に於けあ闘終盤溶解度重責呆

於繍媒術;究所雑能、号室

北大河製部瑚論4*1剤事敬三il ff! 聖子第 弘

編輯係より

本鋭、は従来飾雑研究所に於ける研究業践を主として傷載し℃主いりま Lたが今後所外内各分野から鰍燥に

糊する稼業績を並載するほかヰ与に綜設，紹介及てF海外の碗究抄録等になるべく多くの頁を掛jいて ζ の方面I

¢仕事に換はる方キの御期釘・に沿ひたし、と，¥U、ひます.そこで次ω投稿要鎖を了承のうヘ投稿せられんとと

を緊みまする

1.研究報告はなるべく左目ジチノLω も山でその良重立は制限しません.

2.校IEは線戦係でおこなひますから文こ討よ明瞭にxその大きさ続縦等を明かにして下雪レ.
3.報告に童話し℃は別刷U30書官を然代匙禁致します.

4.綜ま骨，紹介に針Lては遮筒・の応{稿料を主主上げます.

5.採奇は鱗媒研究所に於ける所員作議で決定Lます.

倫刊行は不定湖ですが現荷量Fに二!ll}l''l皮です.
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